
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜児童１のﾜｰｸｼｰﾄ①＞自分たちの住む地域について、そのよさや願い、自分の考えや気持

ちなどを表す語句や表現を、すべて正しく書いているので、「知識・技能」を（a）と判断。

また、相手に伝わるように、自分の考えや気持ちを、単元で学習した語や巻末の WORD LIST
を調べて語を選んだり、文字と文字、語と語の間隔に適切なスペースをおいて、適切に書

いたりしていることから、「思考・判断・表現」においても（a）と判断。 

＜児童２のﾜｰｸｼｰﾄ①＞自分たちの住む地域について、そのよさや願いなど、自分の考えや

気持ちなどを書けているが、語句や表現を一部正しく書けていないので、「知識・技能」

を（b）と判断。また、語と語の間隔を空けないで書くなど、相手によく分かってもらえ

るようにという観点からは、適切でない部分も見られるので、「思考・判断・表現」につ

いても（b）と判断。 

＜児童３のﾜｰｸｼｰﾄ①＞自分たちの住む地域について、そのよさや願いなど，自分の考えや

気持ちを表す語句や表現を正しく書いていなかったり、相手によく分かってもらえるよう

にという観点からは、単語や語と語の間隔を適切にとって書いていなかったりすることか

ら、「知識・技能」「思考・判断・表現」において（c）と判断。 

参考資料：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する

参考資料」小学校 外国語・外国語活動 

（a）十分満足できる （b）おおむね満足できる （c）努力を要する 

「努力を要する」児童に対しては、(b)まで達成するように、指導者は、例えば、対象

児童が書いたりする際には、参考とする例文を児童が書くシートのすぐ上に置かせ、

語と語の間隔を意識しながら児童が書けるようにするなど、評価結果から指導方法を

見直し、継続した指導や支援を行うことが大切です。 



 


